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閑
却

.

.

せ
ら
れ
た
る
銀
行
貸
出
の
二
方
面

、
•

佐
ノ
野
善
作

緖

論

 

-

闘
却
せ
ら
れ
杧
る
銀
行
貸
出
の
二
方
面
と
は
何
ぞ
や
、他
な
し
、エ
業
起
業
資
金
の
調
達
及
び 

商
業
の
經
營
資
金
の
做
給
卽
是
な

.6
、前
者
は
工
業
會
社
の
創
設
若
く
は
其
事
業
の
擴
張
に
要 

す
る
資
金
の
供
給
を
云
び
、後
者
は
商
人
の
營
む
所
の
事
業
に
對
し
若
し
く
は
.其
商
業
的
技
倆 

•Business 

ability

に
對
し

V

許
す
所
の
資
金
•の
供
給
を
云
ふ
、此

〗

一
者
は
現
今
本
邦
金
融
上
最

，

p

 

痛
切
に
威
梦
る
所
の
'缺
陷
に
し
て
、如
何
に
■之
を
塡
閑
し
て
銀
行
利
便

.の
普
及
を
圖
る
ベ
き
や 

は
刻
下
經
濟
政
策
上
一
の
重
要
な
る
問
題
を
成
す

f

の
i

す
。

論
題
の
意
義
は
大
略
右
の
如

.く
な

•る
於
、今
や
本
論
に
入
る
に
先
ち
、其
基
礎
觀
念
と
し
て
先 

づ
笳
軍
に
、現

.今
の
經
濟
社
會
に
於
け
る
銀
行
の
位
地
友
職
能
、

一

般
產
業
界
の
趨
勢
及
び
其
金

關
却
せ
ち
れ

^

る
銀
行
貸
-出
の
二
方
面
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蘭
却
せ
ち
れ
た
る
銀
行
贷
出
の
二
方
面
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四三ニ

 

、

融
上
に
現
す
る

#

象
に
就
て
一

,
言
'
:
-
せ

^

る

<

か
ら
岁
。

' :

ニ

銀
行
は
現
今
の
經
濟
組
織
に
於
け
る

*

要
な
今
一
機
，關
な
る
が
、其
何
杧
る
を
知
ら
ん

i

欲 

せ
ば
、產
業
社
會
に
於

.け
る
其
地
位
及
職
能
を

®!
明
せ
次
る
ベ
か
ら
梦
、而！し
て
之
を
爲
さ
ん
に 

は

.先
づ
我
產
業
社
會
を
組
織
す
る
主
允
る
生
.業
を
分
類
列
擧
せ
ん

こ

i

を

要
す
。

凡
そ
經
濟
社
會
に
，於
け
る
吾
人
活
動
の
方
面
ニ
あ

i

0

貨

の

獲

得

及

循

環

卽

是

な

ぅ

、-%
一一 

者

.は
之
を
槪
括
し
て
生
産
と
云
ふ
、生
產
の
目
的
は
畢
竟
吾
人
の
慾
望
を
充

.足
す
る
方
更
•と
し 

て
要
せ
ら

-る

、

財
貨
を
調
達
す
る

u

他
な
ら
宇

i

雖
气
現
今
の
經
濟
紐
織
の
下
に
あ

6

て
は 

個
人
の
經
濟
上
の
自
由
認
め
ら
る
、
結
果
と
し
て
、人
々
各
：其
擇
む
所
に
從
事
し
社
會
に
各
種 

の
生
業
を
分
出
し
、財
貨
の
獲
得
に
採
取

(

農
作
、伐

.材
、採

礦

、漁

獵

び

加

エ

へ

製

造

エ

き

の„ 
一
 

0 

を
生
も
財
貲
の
循
環
に
其
交
易
寶
賈
及
ぴ
之
を
幫
成
遂

行

す
る
に
必
要
な
る
幾
多
の
生
業
を 

生
せ

6
、而
し
て
財
貨
の
交
易
を
幫
成
遂
行
す
る
に
吸
要
な
る

生

業

は

、更

に
之
を
其
人
際
嗲

#
 

に

關

す

る

.？

の
; #

立
業
及
金
融
業

)

地
際

.移
轉
に
關
す
る

,P
の(

運

.送
業

)

及
び

塒

際

移

轉

に

關

す 

る

g

の(

保
管
業

)

の
三
種
に
分
類
す
る
こ

i

を
得
、ベし
、̂
®
是
等
各
種
の
生
業
は
皆
摩
雞
社
會

の
成
分
を
爲
し

'各
其
職
能
を
盡
し
互
に
相
倚

6

相
援
け

<

以

<

其

共

同

の

目的
：：

を

達

し

つ

、 

あ
る
な

6
0

銀
行
は
實
に
財
貨
の
人
際
移
轉
を
幫
成
遂
行
す
る
に
必
要
な
る
生
業
の
一
杧
る
金
融
業
に 

し
て
、財
貨
の
寶
買
移
轉
に

®

す
る
支
拂
方
便

Nalllungsmittel

の
有
無
を
：相
羅
坟
其
融
.通
を
圓 

潜
な
ら
し
ひ
る
を
以
て
其
職
能
と
ル
す

*名
の
な

6
。

三

熟
ら
輓
近
產

*.
界
の
趨
勢
を
察
す
る
に
、生
產
の
要
素
中
資
本
の
地
位

^

愈
重
き
を
加
へ
、生 

產
の
形
式
は
所
爾
資
本
的
と

.な
6
、»'
規
模
は
益
大
に
、.之に
從
事
す
る
者
の
活
動
區
域
は
愈
廣 

く
、特
に
歐
米
先
進
國
に
於
て
は
產
業
の
合
同
盛
に
行
は
れ
、荀
く

 
$
之
を
行
ふ
て
利
益
ぁ
る
方 

面
に
は
必
ず
之
を
見

^

る
な
く
、各
種
產
業
は
集
中
に
亞
ぐ
に
集
中
を
以

V
、

し
、終
に
は
夫
の
社 

會
生
產
主
義
の
實
現
を
見

^

ん

K

±

ま

^

る
の
慨
ぁ

6
、而
か

^p

之

i

同
«

y

 
4
一
 

方
に
於
て
は 

分
業
は
人
的
に
地
的
に
愈
細
微
を
極
め
、凡
そ
業
の
分
ち
得
べ
き
名
の
は
飽
く
迄
？
分
岐
せ
ん 

と
し
加
る
に
吾
人
慾
望
の
增
進
と
富
の
菩
殖
と
は
、貨
物
の
種
類
品
別
を
钹
雜
な
ら
し
め
產
業 

.の
種

.別
益
多
岐

^
ら
ん
と
す
る
の
傾
向
を
呈
せ

'

是̂
れ
卽
ち
現
今
文
明
國
經
濟
界

•の
情
：勢
に

閑
却
せ
ち
れ
把
る
銀
行
贷
出
の
ニ
方
面
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.

關
却
せ
ち
れ
た
る
銀
行
贷

■

出
の
ニ

.

方
面
 

• 

四
三
四

し

て

、資
本
的
生
產
と
產
業
の
集
中
は
一
面
に
於
て
大
資
本
の
供
給
を
要

■求
し
、分
業
と
饞
雜

+J 

る
各
種

生
業
の
生
出
は
愈
巧
妙
に

し
て
敏
活
な
る

金
融

設
備
の
完
成
を
促
好
し

つ
、

あ

.ク0

産
業
界
の
大
#
上
述
の
如
く
な
る
に
於
て
は
幣
制
上
幷
に
金
融
機
關
杧
る
銀
行
の
業
務
上 

に
之

&

映
象
を
現
せ
ざ
る
を
得
次
る
は
蓋
し
當
然
の
結
果
な

6

と
す
、而
し
て
某
幣
制
上

に

具 

出
す
る
變
革
は
一
言

1C
し
て
之
を
蔽
へ
ば
、貨
幣
の
效
率
の
急
速
な
る
增
進
に
し
て
種
々
の
信 

用
形
式
の
利
用
を
以
て
せ
る
祓
雜
に
し
て
且
つ
極
め

/て
巧
妙
な
る
幣
制

.
0編
成
な

6

と
す
、次 

に
銀
行
業
務
上
に
現
す
る
變
革
は
如
何
に
と
云
ふ
に
、其
顯
著
な
る
令
の

1

一一あ

6
、日
く
大
資
本 

の
新
需
袈
に
應

b

て
利
益
を
獲
得
し
同
塒
に
營
業
の
區
域
を
擄

張
し
て
廣
く
營
業

上
の
危
險 

を
分
布
し
損
失
を
避
く
る
の
目
的
笮
出
づ
る
所
の
銀
行
の
集
中
、日
く
普
ぐ
.各
業
に
亘

6

金
融 

の
疏
通
卽
ち
銀
行
利
便
の
普
及
を
目
的
と
せ
る
銀
行
の
活
動

範

圍

の

鑛

卽

是

な

ろ

。

然
而
右
幣
制
上
に
現
岀
す
る
變
革
に

'關
し
て
起
る
問
題
は
種
々
あ

6

と
離
？
、今
其
重
な
る 

$

の
を
タ
擧
す
れ
ば
、一
銀
行
券
發
行
制
度
に
關
す
る
問
題
、ニ

 f

小
切
手
の
使
用
及
手
形

交

喚

の
 

利
便
の
普
及
に
關
す
る
問
題
、三

'預
金
振
替
事
務
の
普
及
に
關
す
る
問
題
、四
、支
怫

m
#

金
制

度

55

に
關
す
る
問
題
、五、中
央
銀
行
割

•引
政
策
に
關
す
る
問
題
等
に
し
て
、銀
行
の
集
中
に
關
し
て
超 

る
ベ

き

»
、ー
#

立
銀
行
制
度
と
支
店
制
度
と
の
利
害
、ニ、銀
行
の
増
資
合
同
及
ひ
銀
行
茅
絞
の 

_
成
に
關
す
る
問
題
を
主
と
し
、銀
行
業
の
普
及
に
關
し
て
生

^
る

問
題
は
、

一、
銀
：行
分
業
問
題 

1r

銀
行
貸
出
法
改
善
問
題
の
二
な
み
、而
し
<
此
最
後
の
銀
行
分
業
問
題
は
各
種
產
業
に
對
す 

る
11
1了
利
便
の
普
及
を
目
的
と
し

"贷
出
法
改
善
問
題
は

一

產
業
內
に
於
け
る
各
階
級
各
&
の 

事
業
に
對
す
る
銀
行
利
便
の
普
及
を
主
眼
と
せ
る
名
の
な

6
。

以
上
を

.以
て
本
論

.基
礎
觀
念
の
大
•要
と

す
、偖
本
綸
の
目
的
と
す
る

 

一
^
'つ
の
問
題
は
其
如
何 

な
る
點
に
關
係
を
有
す
る
名
の
な
る
や
と
云
ふ
に
孰
れ
？
銀
行
業
普
及
、問
題
の

.
一
端
を
爲
す 

%

の
に
し

.
<其
第

1
の
工
業
起
業
資
金
の
.調
達 

資
金
の
供
給
は
贷
出
法
の
欧
善
問
題
に
他
な
ら 

順
：次
之
を
詳
論
す
べ
し

。

.

工
業
起
業
資
金
の
調
達

一
*®

閛
却
せ
ち
れ

^

る

銀

行

貸

.出

の

一

一

方

面
 

四
三
五

ざ は  

る 銀  

也 行  

边 分  

下 業  

本 問  

論 題

に
屬
し
、第
二
の
商
業
經
營 

に
入

6

此
ニ
問
題
に
就
き
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i

:
. 

舅

く

i
 

"
述

し
か
如
く
域
今
文
明

®

に
.於
け

I

業
界

s

f

1

S

?

る
®
ヶ

t

業
を
分
岐
發
生
せ
し
め
銀
行
業
$
亦
其

 

ぎ

^'
る
名
り

:

、

、
g
 

こ
瓦
！

」
C
長

.
5

, 

舍
ブ
，
r
迥

&

さ
る
名
の
な
る
が
、銀
行
の
直
接

牧

產

i

s

f

 

I
の
總
て
の
諸
生
業
に
し
て
其
種
類

f

寒

t

發

r

g

は

i

l

t

f

く

I

の

f

f

f

其

旣

I

 

"

の
I

S

I

Q

t

i

l

u

f
べ
|

事
業

i

f

.供 

u

u

u

r

l

 
へ 

I

I

 同 

i

l

f

 し
て

f

s

f

 

f
+ s

w

 
る 

? -
-パ

を

V

 

'金
！

上
過

f

?

期
す
る
於
如

t
は
0

0

0
み

得
べ
於

I

る
こ

i

に
 

u

r

l j
u

r
各
.猶
產
業
の
！

赢

げ

"
同

i

行
者

s

s

i

分

f

行
は
？

 

• 

w

u

t a
s

慕

上

f

す

s

s

s

s

<

,

l着
し
危

1

苒
其
金
融
上
の
職

i

を

m

 

條

f

異

5

1

種

I

出

i

ひ 

す 

r

:

n

H

H

T

、
f

 

然
の
 

f

 

i

s

f

f

 

の 

i

f

 

I

L

a

I ?
H

!

r

!

t

!

!
て
、各

ォ

.

和

；％

 

V

r
雜
す
る
を
常

i

せ
占
、例
べ
ば
其

f

f

i

く

67

所
の
業
務
を
標
.準
と

し

發
券

®
.行
爲
替
銀

行
、
預
金

割
引

銀
行
、動
產
銀

行
1不
動
產
餓

行
、貯

蔷
銀 

行

等
の
別
あ

6

叉
其
運
轉
資
金
の
構
成
若
く
は

吸

集
の

條
件

i
其
に
適
應
す
べ
き

貸

出
の

絛 

件
と

に
準
據

し
て
、

短
期
金
融
機
關
杧
る
銀
行
、長
期
金
融
機
關

t

る
銀
行
等
の

別
あ

6
、叉

或
は 

其
取
引
の
方
面
叉
は
取
引
先
の
業
態
を
標
準
と

し
、
商
業
銀

行
、
エ
業

銀

行

、員

業
銀

行
、ホ

產
銀
行 

等
の
別
あ
る
が
如
し
。

然

4

と
雖
？
凡
そ
銀
行
は
一
の
營
利
事
業
な
る

^
故
に
、其
分
業
は
一
片
の
理
論
若
く
は
法 

令
に
よ

6

て
決
せ

ら

る

、

S

の
に

あ
ら
少
し
て
、

產
業
界
舣
銀
行
の
分
業
を

必
要
と
し
且
つ
其 

或
者
が
一
の
專
門
銀
行
と

し
て

他
よ

6
.
分
立
し
、

十

分
に
利
益
を

.»
獨

立
す

‘る
こ
；と
を
得
る
に 

よ
6

て

始
め
て
自
然
に
起
る

$

の
と
す

#

言
す
れ
ば
銀
行
の
分
岐
は
社
會
の
經
濟
上
の
.發
達 

の
程
度
於
銀
行
分
立
の
利
益
を
保
證
す
る
點
に
達
せ
次
れ
ば
實
現
す
べ
き
名
の
に
あ
ら
卞
、卽 

ち
假
令
產
業
界
に
於

<
或
一
.の
特
種
銀
行
の
分
立
を
便
な
り
と
す
る
名
、龈
行
胗
特
種

.銀
行
と 

し
て

分
立
し
十
分
に
ベ

ィ(pay)

せ
次
る

®

は
、產
業
界
は
其
ぺ
ィ
す
る
擗
機
の
到
來
す
る
咬
で
從 

來
の
銀
.行
に
儉
賴
し

<
暫
ら
く
其
不
便
を
忍
ば

5'
'
る
を
得
次
る
べ
き
な

6
、双
に

其
べ

ィ
す
る 

や
否
や
不
確
定
な
る
場
合
に
、新
に
特
種
銀
行
を
起
し
强

V

分
業
を
實
現
せ
し
怂
ん
と
歡
せ

.ば
、

關
却
せ
ち
れ
允
る
銀
行
貸
出
の
ニ
方
面
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M
\

社

食

は

其

新

銀

行

に

對

し

て

其

自

營

に

必

要

な

る

特

權

叉

は

保

護

を

與

る

の

覺

悟

な

.

6

る
べ 

力

ら

岁

、然

ら

梦

ん

ば

其

特

種

銀

行

は

特

種

銀

行

と

し

て

永

.
く

存

立

し

得

ベ

か

ら

次

る

な

み

。

之
を
本
邦
の
經
驗
に
徵
す
る
に
、本
邦
今
や

*日
本
典
業
銀
行
、日
本
勸
業
銀
行
、*
エ
銀
行
等
幾 

多
の
特
種
銀
行
を
有
し
、銀
行
の
分
業
は
旣
に
或
程
度
ま
で
行
は

れ

つ

、

あ
ろ
と
雖
炎
其
分
業 

t
eる
産
業
社
會

Q

要
求
よ

6

自
然
に
起
れ

6

と
云
ふ
よ
り

S
寧
ろ
法
令
の

.
産
物

i
し

て

創

立

 

せ
ら
れ
し

3

の
に
し

.
て、其
創
立
當
滕
に
於
て
は
銀
行
の
分
業
は
稍
尙
早
の
威
な

き

を

得
少
し 

て

#

れ

^P

種
々
の
特
權
保
護
を
付
與
せ
ら
れ
し
に

g

拘
ら

梦

、其

營
業
十
分
に
振
ふ

.能
は
^
所 

其
の
利
益
を
赢
ら
す
を
得
さ

6

し
を
以
て
、其
當
勒
規
定
せ
る
條
例
の
條
項
は
設
立
以
來
屢
 々

欧
正

1

广

#

其
者
度
特
殊
銀
行

'^
る
の

'-
«

色
を
失
ひ
，今
や
其
業
態
漸
く
普
通
銀
行
に
接
近
し 

つ
、

あ
る
は

®

人
の
普
く
知
る
所

Q

事
實

な
6

と
す

。

ニ

右
述
し
於
如
く
鞔
近
我
邦
經
濟
漸
く
發
達
を
遂
げ
銀
行
分
業
の
必
要
次
第
に
切
實
を
加
へ
、
 

政
府
の

■保
s

®

 u 

f

 

S

2

S

S立
を

f

: 

S

み

し

現

今

吾

人
 

の
痛
切
に
威
岁
る
所
の
金
融
上
の
缺
階
に
し
て
未
だ
補
填
せ
.ら

る

、

氣
運

に

■
達

せ

ぎ

る

豸

0

59

あ
6

X
業
企
業
資
金
調
達
機
關
の
缺
如
は
卽
ち
其
二
な

6
、藎
し
エ
業
企
業
資
金
の
供
給
杧
る

. 

一

p

來
長
期
の
贷
付
を
要
し
資
金
を
固
定
す
る
の
虞
あ

6
、商
業
銀
行
の
營
業
に
適
せ

^

る
を
以 

て、此
方
面
に
於
け
る
金
.融
の
闕
如
は
、閑
却
せ
ら
れ
杧
る
金
融
の
一
方
面
と
し

<
夙
に
_
者
の

指
摘
を
免
れ

3'
'
る
所
な

6

と
す
。

日
本
興
業
銀
行
及
農
工
銀

•行
は
工
業
資
金
と
供
給
す
る
金
融
機
關
な
雖
名
、前者
の

實 

情
は

>

數
大
エ
業
の
金
融
機
關
杧
る
を
得
る
に
止

1

.
6、後者
は
多
く
農
業
若
く
は
市
街
地
に 

對
す
る
不
動
產
擔
保
資
付
業
と
し
て
活
動
す
る
に
過
ぎ
ぎ
る
有
榛
な
る
を
以

<
中
梳
以
>
の
 

工
業
企
業
資
金
の
供
給
は
殆
ど
閼
却
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
は
眞
の
事
實
な

6

と
す
、商
業
銀
行
に 

s

i

は
其
業
務
の

•性
質
上
専
ら
資
金
を
短
期
貸
出
に
運
用
せ
？
る
を
得
ぎ
る
を
以
て
、全
然 

H

業
資
金
供
鉛
の
機
關

fc
る
能
は
定
食
々
工
業
に
對
し
て
稍
長
期
の
貸
付
を
營
ひ
名
の
な
き 

に
あ
ら
宇
と
雖
名
其
は
所
謂
變
則
の
行
爲
に
し
て
十
分
な
る
活
動
を
爲
す
能
は
^
る
は
勿
論 

な
6
、惟
ふ
に
工
業
企
業
資
金
の

.調
達

ft
當
該

H

業
に
關
し
專
門
の
智
識
を
有
す
る
者
之
に
當 

商
業
資
金
以
外
の
比
較
的
繁
忙
な
ら
含
る
資
金
を
以

V

之
が
融
通
に
資
し
大

4
各
種
の
エ 

業
に
必
喪
な
る
資
金
を
供
給
す
る
に
非
宇
ん
ば
'以
て
十
分
に
社
會
の
需
要
に
應
岁
る
こ
と
能

闕
却
せ
ち
れ
忙
る

.

銀
行
貸
出
の

】

ー
方
丽

. 

0
f
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四
四
>

6

は
さ
る
な

6
、特
に
本
邦
現
下
の
情

#

よ
-

C
N

云
ふ
辟
は
、小
規
模
の
ェ
業
の
金
融
機
關
は
全
然
之 

を
缺
如
せ

6

と
云
 
>
名
不
可
な

く

'

而
於
名
小
規
模
の

H

業
は
本
邦
ェ
業
上
最
名
重
要
な
る
地 

位
を
占
む
る
名
の
な
る
を
以
て
、現
，下
の
情
態
は
國
民
經
濟
上
頗
る
不
利
益
な

/ノ
と
斷

せ
次

る 

を
得
次
る
な

6
、是
に
於
て
乎
近
來
_
者
の
此
闕
陷
を
指
摘
し
之
を
塡
閑
す
る
の
方
策
を
講
尹 

る
者
漸
く
多
く
、如
何
に

.[

.
て
工
業
企
業
資
金
を
調
達
す
ベ
き
や
の
問
題
は
、他
の
重
要
な
る
金 

融
上
の
問
題
と
相
並
七
現
下
の
一
大
問
題
を
な
す
に
至
れ

6

。.

,

頃
者
橫
濱
正
金
銀
行
副
頭
取
法
學
士
井
上
準
之
助
，氏は
、經
濟
學
攻
究
會
に
於
け
る
講
演
中 

右
に

£

、へ

^

る
4

工
業
金
融
機
關
の
缺
如
を
指
摘
し
、痛
切
に
其
補
塡
の
必
要
を
鳴
ら
し
、此
目 

的
に
向
て
全
然
商
業
銀
行
の
不
適
當
な
る
所
以
を
•述
ベ
、特
別
の
專
門
機
關
の
設
立
を
主
張
し 

工
業
社
偾
發
行
を

«

助
す
る

•の
方
法
に
よ

6

ェ，業
資
金
の
調
達
を
計
る
べ
し
と
論
せ
ら
れ
、日 

本
興
業
銀
行
親
裁
添
田
傅
士
は
、右
小
工
業
金
融
機
關
の
缺
如
せ
る
事
實
並
に
其
補
填
の
急
務 

な
る
點
に
就
て
井
上
氏
の
所
說
を
裏
書
せ
る
名
、此
目
的
を
以
て
特
別
機
關
を
設
立
せ
ん
よ

6 

は
寧
ろ
在
來
の
商
業
銀
行
を
し
て
工
業
會
社
の
社
債
を
取
扱
は
し
め
、場
合
に
よ

6

て
は
自
ら 

之
を
！！r>

受
け
し
め
資
金
囘
收
の
必
要
を
生
匕

^

る
と
ぎ
は
、日
本
興
業
銀
行
を
し
て
之
を

.供
給

せ
し
む
る
の
一
層
容
易
に
し

V

且
つ
得
策
な
る
乙
と
を
主
張
せ
ら
れ
、大
陕
高
等
商
業
學
校
講 

師
商
學
士
松
崎

*

氏
亦
最
近
の
日

.本
經
濟
新
誌
上
に
於

'
添
田
博
士
の
意
見
に
賛
し
、大
陕
第 

三
十
西
銀
行
の
新
に
五
百
萬
圓
を
增
資
し

<
同
行
の
從
來
行
ひ
來
れ
る
商
業
金
融

i

全
然
異 

な
れ
る
特
別
の
經
營
法
に
ょ
，ぅ
<
エ
業
資
金
の
供
紿
に
努
カ
す
る
の
擧
の
非
難
す
べ
於
ら
ざ 

る
を

%
达
6

0

斯
の
如
く
工
業
資
金
調
達
機
關
の
缺
如
は
現
下
本
邦
金
融
上
の
二
犬
缺
陷
に
し

V
、

如
何
に 

之
を
充
？

ベ
き
や
は

®

めy

緊
要
な
る
勝
な

6
と
す
、然
れ
ど
名
前
に
論
せ
し
か
如
く
社 

會
の
必
要
な

-

と
す
る
事
業
名
、之
於
爲
め
特
殊
の
機
關
を
起
し
て
ペ
ィ
せ
ざ
れ
ば
亦
如
何
.と 

名
な
し
難
く
迚
ペ
ィ
せ
ぎ
る
の
故
を
以
て
之
を
閑
却
す
る
を
許

3

た
る
が
故
^
之
に
對 

す
る
適
當

Q

方
策
を

S
S

究
す
る
の
要
あ
ろ
と
す
而
し
て
之
に
應
梦
る
の
途
は
結
局
左
の
三
途 

あ
る
の
み
、

一、政
府
の
保
譲
の
下
に
或
る
特
權
を
付
與
し
此
種
の
専
門
機
關
の
設
立
を
獎
勵
す
る
乙
と

ニ
、在
來
の
普
通
銀
行
を
し
て

特
別
の
：經
營
法
に
•ょ
ろ
此
種
の
事
業
を
兼
營

せ
し
む
る
こ
と

三
、右
二
案
の
折
衷

§
U
h
>
し

f

i



閱
却
せ
ち
れ
允
る
銀
行
貸
出
の
ニ
方
面

 

四
四ニ
 

、

卽
是
な

6

而
し
て
右
三
方
策

中

何
れ
於
最
名
可
な
る

や
は
、

主
と
し
て

E
x
p
e
d
i
e
n
c
y

の

問

題

. 

に
し
て
、克
く
社
會
の
實
情
を
調
査
せ
し
上
な
ら
で
は
遽
か
に
斷
岁
べ
か
ら
次
る
こ
と
に
屬
す

■

と
雖

S
、吾
輩
は
次
に
列
擧
す
る
理
由
に
ょ

6

第
三
の
折
衷
案
を
主
張

せ
ん
と
欲
す
る
な
ろ
。

1
、

大
小
各
種
の

H

業
の
資
金
の
調
達
を
專
門
と
す
る
特
殊
の
金
融
機
關
を
起
す

S
、本
ボ
現 

下
の
情
勢
ょ

.6
普
通

_

行
業
務
を
兼
營
せ
し

^

次
る
に
於
て

«
、所
要
の
資
金
を
吸
集
し
其
事 

業
を
し
て
ペ
ィ
せ
し
ひ
る
こ
と
困
難
な
る
ベ
し
、而
か
名
若
し
普
通
銀
行
業
務
を
兼
簪
せ
し
ひ 

る
に
於
て
は
在
來
の
普
通
銀
行
を
し
て
工
業
金
融
業
を
兼
營
せ
し
ひ
る
と
何
ぞ
擇
ば
ん
、ま
は 

寧
ろ
在
來
の
普
通
銀
行
を
し
て
之
を
兼
營

.せ
し
む
る
を
便

i
す
べ
し
，

ニ、然
れ
ど

S

元
來

工
業
企
業
資
金
調
達
業
務
は
、長
期
の
貸
付
を
要
し
資
金
を
固
定
せ
し
め
、

且
つ
其
工
業
の
永
き
將
來
を
目
.當
と
す
る

，
^

P
 Q

に
し
て
、危
險
甚
だ
多
く
、十
分
に
其

H

業
に
關 

す
る
昝
識
を
有
す
る
者
に
非
梦
ん
ば
克
く
之
を
行
を
得
次
る
ぢ
の
な
る

I

て、商
業 

銀
行
の
直
接
貸
出
方
法
と
し
て
決
し
て
嬅
當
な
る
名
の
に
ぁ
ら
ず
、

三
、故
に
最
良
の
案
は
或
利
益
ぁ
る
特
權
を
付
與
し
叉
利
益
保
護
の
保
護
を
加

i

る
專
門 

H

業

金
融
機

關
を
起
し
、普
通
®
行

業

務
を

兼

ね
し
め
ず
、
其
蓮

'用
費

.倉
は
、寧

ら

自

己

の

資
本

金
、

長
期
定
期
預
金
、信
轮
資
金
、及
び
工
業
債
券
寶
出
よ

6

得
^
る
資
金
等
に
依
ら
し
ひ
べ
き
支
其 

外
尙
ほ
必
要
に
應

b

商
業
銀
行
よ

6
.

H業
債
券
を
擔
保
と
し
て
借
入
金
を
な
さ
し
め
文
日
本 

興
業
很
行
よ

6

名
、或
有
利
の
條
件
を
以
て
資
金
の
供
給
を
仰
於
し
め
、以

V

專
門
の
工
業
金
融 

機
關
と
し
て
十
分
に
活
動
せ
し
む
る
に
在

6
。

吗
藎
し
右
の
如
く
す
る
と
き
は
、社
會
目
下
の
必
要

^

る
エ
業
資
金
の
調
達
は
、自
ら
之
を
行 

ふ
こ
と
を
得
べ
く
、之
を
尊
門
と
せ
..る
特
別
銀
行
».有
利
に
成
立
す
る
を
得
商
業
銀
行
は
叉
直 

接
貸
付
の
危
險
を
履
む
こ
と
な
く
し
て
其
資
金
運
用
の
一
良
途
を
得
べ
き
を
以
<、ー

 

擧
に
し 

て
種
々
の
利
便
を
享
育
し
得
べ
し
と
信

^

る
な

6
。

論
者
或
は

-言
.は
ん

^

今
獨
逸
の
普
通
銀
行
は
商
業
金
融
と

H

業
金
融

i

を
兼
營
す
る
名
差 

し
^

る
危
險
な
く
し
で
克
く
其
職
能
を
盡
し
つ
、
あ
る
に
あ
ら
ず
や
、故
に
商
業
銀
行
を
し
て 

工
業
資
金
の
調
達
を
爲

'5
し
む
る
何
の
不
可
あ
ら
ん
、抑
々
之
が
分
業
を
主
張
す
る
か
如
き
は 

夫
の

.英
國
流
に
心
酔
せ
み
者
の
僻
見
の
み
、現
に
歐
米
の
學
者
中
に

$ 
二
者
.の
得
失
に
就
き
說 

の
一
致
を
見

^

る
に
非
ず
や
と
德
れ
ど
$
是
れ
國
々
の
將
殊
の
事
情
を
沒
視
し
杧
る
說
に
し 

<
採
る
に
足
ら
亥
獨
逸
と
本
邦
と
國
情
を
同
ふ
せ
ば
則
ち
止
む
、荀
く

 

$
然
ら
ぎ
る
以
上
、斯
る

閑
却
せ
ち
れ
把
る
銀
.行
貸
出
の
ニ
方
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議
論
は
終

U

一
顧
を
値
せ

f

な
ん
ノ
、蓬
し
要
求
拂
預
金
を
以
て
主
た
る
運
轉
資
金
と
し
此
攻 

的

S

Q

栎
金
を
以
て
營
業
せ
る
純
然
把
る
商
業
銀
行
を
し
て
、工
業
.資
金
の
調
達
の
事
に
當 

ら
し
む
る
の
不
可
な

.る
は
、銀
行
經
.營
の
原
則
の
指

.示
す
る
所
に
し
て
何
入
洛
異
論
な
炉
る
く 

き
所
と
す
、左
れ
ば
從
來
英
國
流
を
學
ぴ
起

6
、兎
名
角

$
純
然
た
る
商
業
銀
'行
と
し
て

, 8

舊
に 

發
達
し
來
れ
る
我
普
通
銀
行
を
し
て
、今
强
て
工
業
企
業
金
融
機
關

t

ら
し
め
ん
と
せ
ば

$

フ 

に
從
來

I

營

f

 

S

5

m

£

s

f

 

1

2

 

2

S

內
部
を 

截
然
商
業
部

H

業
部

Q

 

二
部

U
分
ち
、各
部
特
別

Q

經
營
を

I

し
め
互
に
相
犯

I

こ
と
な 

か
ら
し
む
る
こ
と
、猶
夫
の

.第
三
十
四
銀
行
被
？

實
行
し
つ
、

t

奴
如
く
せ
す
ベ
？
 

S

か

i

國
多
數

e

s

s

し

i

く

之

甚

行
し
て

I

I

得
べ

I

S

1

 

の
業
務
彼
比

S

Q

?

f
、之

S

め
慮

5

危
？

®

す

Q

f

 

I

得

2

や
、甚
だ 

疑
は
し
き
こ

i

に
屬
す
と
爾
は
次
る
を
得
次
る
な

6
、左

れ

ば

故

ら

に

從

來

の

慣

行

を

破

/ノ
喷 

て
斯
る
危
險
を
遂
行
せ
ん
よ
复
寧
ろ
初
め
よ

6

別
に
工
業
金
融
専
門

S

殊
機
關

を

起
し 

必
要
に
應
ヒ
て
適
當
の
方
法
に

よ
，り

商
業
銀
行
よ

i

餘
裕
資
金
の
供
給
を

仰
ぐ
を
得
せ
し 

む
る
の
&
れ
る
に
如
か
次
る
べ
し
と
信
岁
る
所
以
な

6

0

商

業

經

營

資

金

の

供

給

■ 

,

_ 

.

間
却
せ
ら
れ
把
る
金
融
第
二
の
方
面
と
云
ふ

.は
、普
通
銀
行
の
領
域
杧
る
商
業
界
に
於
て
銀 

行
貸
出
の
利
便
の
普
及
せ

^

る
部
分
の
存
在
せ
る
こ
と
是
な

6
。

現
今
本
邦
普
通
銀
行
貸
出
の
情
況
を
觀
る
に
、何
れ
，

p

直

接

貸

出

法

作

鏡

ェ

)

を
主
と 

し
、債
務
者
の
資
產
若
く
は
其
提
供
す
る
公
債
證
書
若
く
は
大
會
社
の
株
券
の
如
き
所
謂
一
般 

的
銀
行
檐
保
物

#
G
e
n
e
r
a
l

 B
a
n
k
i
n
g

 
-

p

5 .
rr
o *
g

の
市
價
を
主

^

る
標
■準
と
し

V

贷
出
を
行
ふ
を
例 

と
す
る
名
の
、
如
し
、_
に
贷
出
を
申
込
む
事
業
家
の
ビ
ジ
ネ
ス
其
物
に
就
き
其
事
業
家
と
し 

V

の
手
腕
に
就
き
、夂
其
提
供
す
る
所
の
特
殊
の
擔

'«
物
件

Special Securities

例
へ
ば
或
特
殊
の 

商
品
叉
は
株
券
の
如
き

R
P

の
に
就
き
、銀
行
於
十
分
の
昝
_
を
有
せ

ぎ

る
と
き
は
、»
業
寒
お
る 

者
は
其
眞
實
有
す
る
所
の
受
信
的
資
格
に
應
匕
て

.金
融
を
得
る
能
は
次
る
な
，り、而
し
て
銀
行 

家
狀
凡
百
の
事
業
に
つ
き
叉
各
種
の
商
品
に
つ
き
精
通
す
る
が
如
き
は
到
底
望
み
得
ベ
，か
ら 

65
次
る

^
と
に
屬
す

.る
を
以
て
、其
結
果
は
有
利
有
望
な
る
事
業
に
從
事
し
十
分
に
手
腕

|:
有
す

關
却
せ
ち
れ
杧
る
銀
行
貸
出
の
ニ
方
面

 

.西四
玉



閑
却
せ
ち
れ
た
る
銀
行
贷
出
の
ニ
方
面

.

6

る

商
人
名
f

f

尋
常
凡
庸
の
商
人
，

P

銀
行
ょ
ろ
同
一
の
待
遇
を
愛
く
る
に
止
？

、其
事 

業
手
腕
に
應
ヒ
叉
は
其
提
供
す
る
特
殊
.物
件
の
眞
價
に
應
ヒ
て
相
當
の
金
融
を
得
る
能
は
ず 

現

if
の
d日
通
銀
行
は
單
に
一
般
資
產
家
の
金
融
機
關
た
る
を
得
る
に
過
ぎ
岁
、資
力
に
乏
し
き 

者

®
如
何

S

絕
せ
る
技
倆
を
有
し
、非
凡
な
る
手
腕
を
有
す
る
者
に
て
气
銀
行
上
ろ
資
金
の 

供
#
を
俏
く
こ
と

f

は
ず
、又
相
應
に
資
力
を
有
す
る
者
に

て

名、其
資
力
を
擧
げ
て
或
特
殊
の 

事
業
に
投
岁
る
滕
は
、其
特
殊
の
事
業
若
く
は
之
に
附
屬
せ
る
特
殊
の
物
件
を
檐
保
と
し
.て
銀 

行
ょ

6

十
分
の
融
通
を
受
く
る
こ
と
能
は
ず
、已
ひ
を
得
步
個
人
お
る
資
本
家
若
く
.は
高
利

«
 

の
類
に
條
る

.の
外
金
融
を
得
る
の
途
な
き
、が如
し
、是
れ
我
金
融

上

刻

下
の
一
大
缺
階
に
し
て
、
 

銀
行
利
便
の
普
及
上
裳
に
遺
慽

と

す

i

こ

と

、

輝
は

^
る

を

得

ぎ

る

な

6

0

然

6
而
し
て
這
般
の
如
き
缺
陷
は
、要
す
る
に
株
式
會
社
組
織
銀
行
業
に
附
随
せ
る
缺
猫

C 

他
な
ら
ず
し
て
、合
本
銀
行
の
個
人
銀
行
に
比
し
.て
一
步
を
輸
せ
次
る
を
得
ぞ
る
點
と
す
囔
ノ 

将
式
會
益
織
銀
行

 ̂

*

6
 

<
は
、其
業
務
を
檐
當
す
る
者
は
梂
主

S

任
を
受
け
て
事

y

從 

ふ
代
務
者
に
し
て
、専
斷
を
以
て
臨
機
事
を
處
す
る
の
權
能
を
有
す
る
こ

i

少
な
く
、殊
に
其

V 

規
模
の
名
の
に
あ
み
て
は
、日
常
の
業
務
は
.所
謂
事
務
章
程
の
規
定
す
る
所
に
從
ひ
之
を
處
理

せ
ざ

る
を
得
ず
、支
店
を
管
理
す
る
支
店
長
の
齟
き
は
、常
に
右
事
務
韋
程

i
j本
店
重
役
の
指
令 

と
に
よ
ろ
ニ
重
の
筆
财
を
受
け
、自
己
の
判
斷
を
以
て
貸
出
を
決
行
す
る
於
如
き
は
«
め
ズ
少 

額
の
貸
出
に
あ
ら
ず
ん
ば
豨
有

.の
特
別
の
場
合
に
限
ら
る

、

な
ろ
、故
に
.勢
ひ
債
務
者
の
資
產 

若
く
は
其
提
供
す
る
擔
保
物
件
に
し

V
、

銀
行
の
識
見
の
及
タ
名
の
に
限

6
、其
價
格
を
標
準
と 

し
て
贷
出
を
な
す
の
外
な
く
、«
務
者
の
從
事
す
る
事
業
の
性
質
叉
は
其
事
業
的
手
腕
を
見
込 

み
、或
は
其
提
供
す
る
特
殊
檐
保
物
に
對
し
て
、十
分
に
資
金
を
融
通
す
る

t

i
能
は
ず
、其
結
果 

銀
行
は
事
業
家
の
金
融
機
關
に
あ
ら
す
し
て
資
產
家
の
金
融
機
關
杧
る
を
得
る
に
過
ぎ
ぎ
る 

1C
至
る
な

6
0

如
上
の
缺
階
は
如
何
に
し
て
之
を

補
塡
す
べ

き
や
、̂

上
の
閑
却
せ
ら
れ

^
る

事
業
的

金
融 

は
如
何
に
し
て
之
を
通
す
べ
き
や
、

是

れ
前
に
論
述
せ

る
エ
業
寶

金
の
調
達
と
相
須
て
刻
ヤ
金 

融
上
の

重

®

な
る
問
題
を
爲
す

S

の
と
す
、

然
而
此

問
題
に

對
す
る
方
策
亦
一

に
し
て
足
ら
次 

る
ベ
し
と
雖
？
舊

_
は
玆
に
敢
て
左
の

ニ
案
を
提
起
し
て
以
て
識
者
の
批
評
を
請
は

ん

i
欲

る
な

.
A
V
O

■闕
却

.せ
ち
れ
，
る
銀
行
貸
出
の

.1
1
方
面
 

四
四
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閑
却
せ
ち
れ
た
る
銀
行
貸
出
の
ー

1

方
面

第
一
、

精
細
な
る
興
信
調
査
を

行
；：S

單

6
•商
業
家
の
資
產
の
狀
況
の
み
な 

業
の
性
質
狀
況
及
手
腕
の
如
何
を
探
究
す
べ
し

、

.

凡
そ
興
信
調
査
の
方
法
は
之
を
大
別
し
て
ニ
と
な
す
を
得
べ
し
、自
家

調
 

卽
是
な

6
、前
者
は
銀
行
自
ら
其
行
內
に
興
信
調
査
課
を
置
き

.£
に
對
し
て 

爲
し
十
分
な
る
費
用
を
役

b
、最

S
新
®
に
し
て
正
確
な
る
報
道
を
莧
集
す 

信
會
社
叉
は

.興
信
組
合
の
如
き
に
加
盟
し
其
報
告
を
徵
し
、以
て
自
家
調
査 

補
ひ
，或

は

其

正

否

を

檢

す

る

の

參

考

資

料

に

供

す

る

？

の
と
す

。

.

興
信
調
査
に
關
し

.て
は
吾
輩
嘗
て
社
會
政
策
#
#
第
四
囘
大
會
に
於
て 

を
以
て
、今
更
に
之
を
贅
せ
岁

i

雖
名
、銀
行
の
興
信
調
査
に
し
<究
全
な
ら 

相
手
方
杧
る
者
の
事
業
及
手
脾
に
對
し
て
疑
惧
す
る
を
要
せ
次
る
に
至
る 

の
事
業
家
に
對
す
る
金
融
の
途
自
ら
開
け
、大
に
現
下
金
融
上
の
缺
階

fc
る 

得
ぺ
き
や
勿
論
な

A
Vと
す
、而
し
て
是
れ
單

6
事
業
‘家
の
利
益
な
る
の
み
な 

の
利
益
な

6
 

iす
o

第
二
、廣
く
間
接
貸
出
法
を
行
ふ
べ
し

'

四四八

ら
岁
、亦
克
く
其
事

查
及
び
委
矚
調
奄 

完
全
な
る
設
備
を

所 べ ん 之 の る  

を $ 乎 を 足 こ

補 を 自 詳 ら i  

瑱 以 然 述 さ 、 盔 

す て 、 貸 し る 者  

る 有 出 、f c 所 は

ら

' P

亦
大

に

銀

行 を 爲 の る と 興

69

龈
行
の
貸
出

‘法
に
直
接
貸
出
法
及
間
接
貸
出
法
の
ニ
ぁ

6
、前
者
は
銀
行
が
商
工
業
者
に
直 

接
に
貸
出
を
行
ひ
何
人
を

S
介
せ

^

る
者
を
云

.ひ、後
者
は
信
用
ぁ
ろ
.特
殊
事
業
に
對
し
專
門 

的
智
識
を
有
す
る
第
三
者
を
利
用
し
之
に
貸
出
資
金
’を
供
し
淇
責
任
を
以
て
商
エ
業
者
に
貸 

出
を
爲

3
し
む
る

法
を
云
ふ
、現
今
我
邦
銀
行
の
貸
出
法
は
主
と
し
て
直
接
貸
出
法
な
る
が
故 

に
、銀
行
於
商
工
.業
者
の
從
事
す
る
所
の
事
業
其
爲
人
手
腕
等
に
關
し
十
分
な
る
智
識
を
有
せ 

次
る

»

は
、勢
；5

其
資
產
若
く
は
自
己
の
判
斷
力
の
及
ぶ
ベ
き
一
般
的
擔
保
物
の
み
を
標
準
と 

し
て
貸
出
を
營
む
に
至
み
、其
結
果
銀
行
は
資
産
家
の
金
融
餞

«
杧
る
を
得
る
名
事
業
家
の
金 

融
機
關
杧
石

を

得

^
と
の
非
難
を
免
れ
次
る
に
至
る
者
と
す
、然
る
に
今
我
邦
の
麟
行
に
し
て 

若
し
其
贷
出
法
を
萆
め
大
に

.間
接
貸
出
法
を
：行
ふ
に
於
て
は
、銀
行
は
其
貸
出
資
金
を
供
給
す
，
 

る
所
の
：第
三
者
を
し
て
直
接
に
事
に
當
ら
し
め
、自
身
は
其
第

H

者

.0
責
任
を
負
へ
る
債
權
を 

取
得
す
る
こ

i

ゝ
な

6
、且
つ
其
第
三
者
は
其
取
引
す
る
商
工
業
者
の
事
業
及
其
爲
人
手
腕
等 

に
就
て
専
門
的
智
識
を
有
す
べ
き
者
な
る
を
以
<、其
取
扱
へ
る
貸
出
は
銀
行
自
身
の
直
接
に 

行

.へ

.■る
名
の
に
比
し
一
層
確
實
な
る
を
得

.ベ
し
、左
れ
ば

0 
0
,
は
右
機
關

5:
.
經
由
す

.る
に
よ

6 

て
其
報
酬

i

して差引る

.ベ
き
利
鞘
だ
け
目
前
の
收
益
上
犧
牲
を
免
れ

^

る
ベ
き
$
結
局

関
却
せ
ち
れ
た
る
銀
行
貸
出
の
ニ
ず
面

. 

• 

1
1

四
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關
却
せ
ち
れ
た
る
銀
行
貸
出
の

.

1

一方面
 

• 

四
五
o

霊

s

f

 

i

 

u
於

v

f
 

s

s
業

S

?

來
し

S

I

S

?

べ
き
點

に
於
て
利
す
る
所
页
に
大
.な

る

ベ

き
な

6
、然
而
.右
銀
行
よ

6

貸
出
資
金
の

供

給

を

受
く
る
第

三
者
は

#
其
専
門

i
す
る
所
の
商

H

業
に
對
し
貸
出
を
營
む
，

P

の
な
る
於

故
に
龈
行
が
直
發

に
之
を
行

5

<
ロ
の
如
く
、債
務
者
の
事
業

S

況
其
爲
人
手
腕
等
に
關
し
危
惧
す
る
こ
と
な

く
、克
く
事
業
家
の
金
融
上
の
要
求
を
充
把
し
得
べ
き
を
以
て
、其
結
果
は
現
今
閑
却
せ
ら
れ
杧

る
金
融
の
一
方
面
杞
る
薄
資
有
爲
の
事
業
家
を
し
て
銀
行
の
利
便
に
浴
せ
し
ひ
る
こ
と
を
得 

窆
な

6
0

沿
接
貸
出
の
機
關
第
三

.者
允

6
得
べ
き
名
_のは

 

一
F
し

I
足
ら

^

る
べ
き

g

吾
輩
は
今
其

得
べ
し
，卽
ち
左

■の
如
し

0 

る「

ビ
.ル
ブ

B

丨
ヵ

J
及
責
任
割
引
代
理
店

、

.

て
確
實
な
る
倉
庫
業
者
若
く
は
其
商
品
の
取
引
を
常
業

i

ぺ重

な
る
名
の
三
を
擧
ぐ
る
こ
と
を 

1
、

割
引
の
機
關

と
し
て
言
甩
あ 

ニ
、
商
品
擔
保
貸
付
の
機
關
と
し 

せ
る
信
用
あ
る
.當
業

商
人
。

三
、商
人
の
同
業
組
合
の
組
織
に 

ビ

ル
,フ
ロ
 

I

力

ー
を

割
引
機
關

i 係 

し る  

て 金

利 融  

用 機  

す 關  

る ° 

は

寞 ‘

國

に

於

其

最

i

適

切

な

る

實

例

!

1

1

を
昆
る
、本
邦
に
於
て
名
近
年
漸
く
ビ
ル
ブ

o 

t力
一
を
見
る
に

.至
6

-L
と
雖
洛
■所
謂
玉
石
浪 

肴
に
し
て
銀
行
の
眞
に
信
賴
し
得
べ
き
者
甚
だ
少
な
き
の
み
な
ら
ず
、彼
等
の
多
く
は
、唯

0

行 

u

成
る
べ
く
多
數
の
手
形
を
取
次
ぎ
ロ
錢
を
得
る
に
汲
々
と
し
て
、自
ら
市
人
の
信
用
を
調
査 

す
る
こ
と
な
く
、«
取
次
げ
る
手
形
に
對
し
て
十
分
に
責
任
を
負
ふ
こ
と
を
得
べ
き
資
カ
を
有 

せ

^

る
g

の
、
如
し

^

に
銀
行
を
し
て
手
形
割
引
上

■危
惧
の
念
を
去
ら
し
め
、廣
く
其
割
引
資 

金
を
事
業
家
に
融
通
す
る
の
效
果
を
收
ひ
る
己
と
能
は
次
る
な

6
、左
れ
ば
銀
行
の
信
賴
す
ベ 

き
ピ
ル
ブ
ロ

 

I
力

t
の
增
加
は
現
今
最
名
歡
姐
す
ベ
き
こ
と
に
屬
す
。

責
任
割
引
代
理
店
は
白
耳
義
及
佛
蘭
西
の
中
央
銀
行
の
廣
く
利
用
す
る
所
に
し
て
、中
央
銀 

行
割
引
資
金
の
普
及
上
頗
る
稱
場
す
べ
き
成
績
を
擧
げ
つ
、
あ
る

$

の
な
る

&
、
此
制
度
を
我 

普
通
銀
行
の
割
引
上
に
應
用
す
る
に
於
て
は
、ビ
ル
ブ
ロ

ー
ヵ
ー

の
利
用
と
相
須
て
、事
業
金
融 

上
浴
声
.や好
果
を
收
む
べ
、き
を
疑
は

t

0

今
東
京
大
阪
等
に
於
て
、卸
寶
商
中
資
產
を
有
す
る 

者
.苫
く
は
所
謂
金
主
を
有
す
る
確
實
な
る
者
に
し
て
、同
業
者
中
手
.腕
あ
る

?#
資
の
事
業
家
に 

對
し
、脖

々
其

約
束
手
形

を
割
引

き

資
金
を
融
通
し
、少
な
於
ら
ぎ
る
利
益
を
收
め
つ
、
あ
る
者 

注
々
あ

6
、而
し
て
是
れ
純
然

^

る
事
業
金
融
に
し
て
自
他
を
霖
す
る
己
と
頗
る
大
な

6
と

®

関
却
せ
ち
れ
允
る
銀
行

.

貸
此
の

.H

方
面 
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如
し

f

s

商
人
は 

銀
行

'の
當
さ
に
利
用
す
べ
き
第
三
者
に
し
て
、銀
行
若
し
其
確
實
な
.る
者
を
選
み
資
金
を
供
給 

し
、其
割
引

{

る
S

 

4

書

^
;し

音

S

S

人
し
む
る
に
於

5

、銀
行
の 

寄
亨
資
金

®
從
■

行
の

•利
便
に
浴
す
る
能

M

 

f

し
事
業
家
に
供
給
甘
ら

s

n
人
の
最
名 

遺
慽
と
す
る
金
融
上
の
缺
階
は
大
，に
補

.瑱
せ
ら
る
べ
き
な

6
。

商
品

檐
保

貸
付
は
商
業
金
融

.機
關
允

I

行

の

，
當

然

行

ふ

べ

き

.
業

務

な

ろ
と

雖

I

來
一 

般

商

品

の

i

s

s

く
は

s

®

m

s

?

ミ

r

5

,
ノ
、
之

に
 

關
し
十
分
の

.
昝

_

を
有
す
る
當
業
者
と
雖

3
、其
價
格
の
變
動
を
豫
知
す

る
こ
と
極
め
て

3

難 

な
る
か
故

y
、

凡
百
の
商
品

u

 

f

1

す
る
能

»
. 

る̂
雜
£

、之

£

、
しy

十
言
る
金
融 

の
便
を
通

i

る
は
®
底
不
可
能
の
事
と
謂
は
次
る

を
得
ず
、乃

玉

一
般
商
品
檐
閣
貸
付
に
あ

，
^
 

て
は
、其
市

f

三
四
掛

2

五
六
掛
の
融

f

例

i

し
、七

八
J

2

U

に
 

其
債
務

f

信
用
し

V

S

I

の
外
殆
ど

f

し

5

S

K

一
切

I

保
貸
付
に 

I
せ
：
ざ

み

こ
i 

i
な
し
と

せ
1

殊
に
製
造
中
に
屬
す
る
半
製
品
の

如

ぎ
C
對
し
て
然

6
 

iす
、

穴
結
果
此
方
面
に
於
け
る
資
金
の
融
通
は
甚
だ
圓
滑
を
缺
き
、事
業
家
に
し

y
空
し
く
商
品
を 

揮
し
金
策
に
苦
し
む
名
の
頗
る
多
く
、或
は
之
を
持
耐
ゆ
る
こ
と
能
は
玄
し
て
最
名
不
利
な
る 

|
季
に
昤
て
不
得
此
役
寶
を
敢
て
す
る
等
往
々
办

6
.と
す

"是
れ
商
業
上
最

^p

遺
慽
な

6

と
謂 

W
き
る
を
得

^

7
Q
5
i
、此
缺
點
を
補
ひ
不
利
益
を
避
け
ん
と
欲
せ
ば
、確
實
な
る
倉
庫
業
者
若 

、は
當
業
の
商
人
に
し
て
、其
保
管
し
叉
は
取
扱
ふ
所
の
商
品
に
ン
就
き
精
通
せ
る
者
を
し

y
之
. 

卜
當
ら
し
め
、銀
行
は
其
等
に

.貸
付
資
金
を
供
紿
す
る
に
如

/7
>
.ざ
る
な

6
、卽
ち
銀
行
は
是
等
商 

八
の
信
用
と
其
商
品
に
關
す
る
智
識
と
に
信
賴
し
て
資
金
を
供
し
是
等
商
人
を
經
由
し
て
商 

:
|

に
對
し
確
實
に
資
金
を
貸
付
く
る
こ
と
を
得
べ
く
、殊
に
其
在
庫
貨
物
に
對
す
る
$
の
に
あ 

o
て
は
其
倉
庫
.證
券
の
裏
書
に
ょ

6

一
 

朝
債
務
不
履
行
の
場
合
起
る

S
彼
等
を
し
て
償
還
.義 

分
を
果
さ
し
む
る
を
得
る
を
以

V
.

最
名
確
實
に
資
金
を
運
用
す
る
こ
と
を
.得べ
く
商
品
の
所 

书
者
杧
る
商
人
は
銀
行
の
直
接
貸
付
の
場
合
に
比
し
多
.額
の
資
金
の
融
通
を
受
け
叉
貸
付
を 

g

絕
せ
ら
る
、
於
如
き
虞
な
き

.を

.得
大
に
利
益
を
享
有
し
得
ベ
く
、銀
行
と
商
品
所
有
者
と
の 

問
に
立
て
金
融
を
媒
介
す
る
拿
庫
業
者
其
他
の
商
人
ぢ
取
其
眼
識
を
以
て
安
全
に
金
融
の
便 

c
tl
*
-
6金
利
の
鞴
を
獲
取
し
得
べ

く

、

且
つ
銀
行

i

此
種
の
取
引
關
係
を
有
す
る

a
彼
等
に
取

閑
却
せ
ち
れ

'^
る
銀
行
貸
出
の

u

方
面
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其
確
實
な
る
證
左
と
な
る
を
以
て
大
に
世
人
の
.信
用
を
傅
す
る
手
段

^

な
6

業
務

隆
盛
の

基
と
な
る
於
故
に
其
直
接
間
接
に
受
る
利
益
は
決
し
て
鄭
少
に
あ
ら
次
る
な

6
、夫
れ
斯
の

0

く

間
接
貸
付
は

銀
行
よ

6

最

後

の

'債

務

者

に

至

る

ま

で

關

係

者全
部

に

至
大
の
利
便
を
與

へ
、

商
品
に
對
す
る
金

f

圓
f

行

S

し
む
る

£

v

、
l

裏

勵

す

る

は

本

邦

現

下

の

.
急

矜
な

6 

i
す

^5
れ
と
？

1L
上
往
々
見
る
所
の
夫
の
銀
行
の
兼
營
に
係
る
食
庫
業
な
る

S

の
は
、

銀
行
の
貸
出
と
を
し
て
依
然
直
接
貸

®

な
ら
し
め
、右
：間
接

貸
付
の

效
果
を
收
む
る

能
は
次
る

の
み
な
ら
す
銀
行
が
倉
庫
業
の
繁
榮
を
欲
す
る
の
餘

6
、動
$
す
れ
ば
其
倉
庫
に
寄
託
せ
ら
れ

女
る
商
品

U

對
し
て
は
決
し
て
貸
付
を
拒
む

i
と
な
か
る
ベ
し
と
云
ふ
好
如
き
營
業
ヒ
ニ

 

.種

の
義
務

I

ふ
に
至
る
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1

つ

I

行

£

赢

し

て

2

 

言

得

次 

る
ベ

しO

商
人
の
同
業
組
合
の
組
織
に
係
る
金
融
機
圖
と
は
、組
合
員
圑
體
の
信
用
を
利
用
し

て

、

固
々

に

借

入
る
能
は
次
る
資
金
の
供
給
を
銀
行
に
仰
ぐ
の
方
法
に
し
て
、本
邦
未
だ
其
見
る

に
足
る

ベ
き
名

.の
あ
を
間
か
岁
と
雖
名
、是
れ
事
業
家
.の
金
融
上
最
名
有
效
な
る
施
設
の
一
な
信 

ず
る
な

6
 

0

詭
に
名
述
し
が
如
く
本
邦
銀
行
の
貸
出
は

"債
務
者
杧

.る
者
の
資
產
ス
は
其
提
供
す
る
所
謂 

长
行
省
保
な
る
名
の
、

.M
格
を
標
準
と
し
<
之
を
許
す
を
例
と
す
る
を
以
て
、如
何
に
有
^
な 

る
事
業
に
從
事
し
如
何
に
敏
腕
な
る
事
業
家
に
て

$
薄
資
な
る
者

a
、銀
行
よ

6

所
婪
資
金
の 

0
通
.を
仰
ぐ
能
は
衷
假
し
稀
に
其
事
業
に
對
し

<
金
融
を
受
く
る
こ
と
あ
る

I
銀
行
者
が
其 

爭
嘮
章
程
に
拘
束
せ
ら
れ
若
く
は
其
事
業
に
關
す
る
智
識
の
不
完
全
な
る
爲
め
十
分
の
援
助 

^
受
く
る
を
得
ぎ
る
を
常
と
す
、斯
の
如
き
は
社
會
の
產
業
發
達
の
爲
め
眞
に
遺
慽
と
す
る
所 

に
し
て
、或
適
切
な
る
方
法
に
よ

6

此
陷
缺
を
補
塡
す
る
の
必
喪
あ
る
や
勿
論
な

6

と
す
然
れ 

ど
,

P

之
を
銀
行
者
に
一
任
す
る
と
き
は
到
底
其
目
的
を
達
す
る
の
日
な

£

る
べ
き
を
以
て
、事 

業
家
自
ら
進
で
之
に
對
す
る
方
策
を
講
せ
次
る
べ
か
ら
梦

W
し

y

其
最
名
適
當
な
る
方
法
は 

所
謂
同
業
信
用
組
合
の
組
織
に
し
て
、同
業
組
合
員
よ

6

若
干
の
資
本
金
を
酸
出
し
適
任
の
委 

員
を
擧
げ
事
務
を
執
ら
し
め
、組
合
員
中
事
業
資
金
を
要
す
る
者
あ
る
峙
は
、其
委
'員
に
於
て
克 

く
之
を
詮
衡
し

#

實
な

6

と
斷
，定
す
る
に
於

V

は
低
利
を
以
て
之
に
相
當
の
資
金
を
貸
出
し
、
 

一
方
銀
ヲ
に
向

<
組
合
員
連
帶
の
貴
任
を
以
て
資
金
の
供
給
を
仰
ぎ
、以
て
組
合
員
を
し
<
所 

喪
の
金
額
を
得
銀
行
の
利
便
に
裕
せ
し

o
る
に
在

6
、尤

^P

組
合
於
組
合
員
に
許
す
所
の
貸
出

閑
却
せ
ち
れ
杧
灸
銀

•行
貸

®
の
ニ
方
商
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せ
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る
銀
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貸
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方
面
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四
至
し
、

の
條
件
と

.し
て
は
、組
合
委
員
に
於
て
其
債
務
者
夂
る
ベ

き

組
合

.員
の
.事
業
を
支
酣
し
、場
合
に 

上

6

て
は
.
其
所
有
商

品

を
適
宜
.處
分

す
る
の

全
權
を
掌
握
せ
ん
こ
と
を
要
す
.や

勿
論
に 

其
方
法
は
種
々
ぁ
る

<

く
事
業
に
ょ

6

て
名
亦
自
ら

異
同

な

き
を
得

^

る
な

6
。
 

之
を
粱
す
る

.に
、エ
業
資
金
の
調
達
と
商
業
經
營
資
金
の
供
給
の
ニ
者
は
、現
今
本
邦

u

閑 

刦 

余 せ  
融 ら 
を れ 
疏 ic 
通 る  

す 金  

る 融 ’ 

は 上  

產 の

る を 給

ベ 諭 し

し力、

り 若  

次 く 
る は  

也 事  

ニ 1 に 
完 之

、一 に

當

ニ
大
方
面
な

6
、而
し
て
此
ニ
方
面
に
所
要
の
資
金
を
低
利 

業
の

.發
達

.上
最

^

p

緊
要
な
る

こ

i

に
屬
す

る
を
以
て
、出
の 

る
者
は
、速
於
に
十
分
の

硏

究
を
遂
げ
、適
.當

な
る
方
策
を

管

せ 金 に 於 し

さ、' 融 供 て て
、
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.

二

土
地
價
格
の
上
騰
に
就
き
て

 

,

神戶’

正
雄

1

近
脖
我
邦
の
實
際
經
濟
問
題
と 

せ
ら
れ
莫
よ

^

o

し
て
は
特
に
米
價 

策
上
の
大
問
題
と
し
て
討
議
せ
ら 

地
價
格

0
上
騰
好
米
價
上
騰
：の比 

料
の
上
騰
と
な

'
6
. 

V
、

社
會
政
策
上

物
價
騰
貴
問
題
や
輸
入
超
過
問
題
が
切

6

に
論
究 

,
最

S
痛
切
な

.る
社
會
問
題
と
し
$
將
杧
生
產
政 

の
、
如
し
。
而
名
近
來
に
於
け
る
土
地
特
に
市
街 

しV
、

隨
つ
て
は
屋
賃
の
上
騰

i

な
6
、エ
場
敷
地
偕 

於
ら
^
る
洁
果
を
生
す
る
の
み
な
ら
、デ
、

*

に

叉

一

し

y

は

の
上
騰 

る
、

名

に
非
岁 

望
ま
し

國
の
生
產
政
策

上

寒
心
す

ベ

き
結
果
を
生
ず
る

こ

i

を
看
過
せ

ん
と 

は

嘆
ず
べ
し
。
實
に
近
槠
に
於
け
る
我
國
の
物
價
騰
貴
や
輸
出
困
難 

騰
の
關
係
す
る
所
亦
決
し

V

淺
小
に
非
る
な

6
。
今
予
輩
は
其
の
由 

糟
へ
、而
し

V

更
に
之
を
匡
正
す
る
の
方
策
に
論
及
せ
ん
と
す
る
？
の
 

は
硏
究
の
便
宜
及
目
的

上
、
市
街
地
及
市
街
附
近
地
又
は
建
築
用
地

の

土
地
憤
格
の
上
騰
た
•就
さ
て

す
る
の
嫌
な
き
に
非
る 

や
の

上

に
は

地
價
の
上 

て
來
る
所
以
の
原
因
を 

な
6
。
伹
し
此
に
予
輩 

地
價
に
限
定
し
て
問
題
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